第３０回　木星会議　　於：高松市生涯学習センター　　　　　　　　　　　　　　　　　２００６年９月９日

１　挨拶　（瀧本）

２　小島さんから歓迎の挨拶　(四国天文協会顧問)

　　　　　３０回の記念会議が高松で行われることに光栄に思っている。
　　　　　東亜天文学会５０年で表彰してもらった。高校時分に入会して、それ以来天界は全部ある。

　　　　　１９５１年の天文年鑑・天文ガイドの創刊号・天文と気象創刊号を手にしながら入会した当時のいきさつを語られた。本職は流星だが、今日は楽しみにしている。
３　自己紹介　(全部で３８名)
　　　　　中島　健介先生　(九州大学)　特別講演
　　　　　佐藤　　健　（元　東亜天文学会木星土星課長）

　　　　　平林　　勇　（元　東亜天文学会木星土星課長）
　　　　　堀川　邦昭　（現　東亜天文学会木星土星課長）

　　　　　四国天文協会所属の人が１２名　　　　　注意　：　所属は重複しているものがある
　　　　　月惑星研究会所属は１７名
　　　　　東亜天文学会所属の人は１１名

　　　　　大学生は一人のみ。

４　パネルディスカッション　「惑星観測の楽しみ」
　　　　　メンバー　コーディネーター　平林会長　(東亜天文学会・月惑星研究会)
　　　　　　　　　　　　　森下　陽子　(四国天文協会）

　　　　　　　　　　　　　香西　清弘　(四国天文協会）

　　　　　　　　　　　　　安達　　誠　(東亜天文学会・月惑星研究会）

　　　　　　　　　　　　　永長　英夫　(月惑星研究会）

　　　平林会長のコーディネーターで行われた。最初は四国天文協会の二人の方々からの質問に応えるかたちで始まった。
　　　　○　話題の順序

　　　　　初心者が見るときにどんな望遠鏡が適当か。
　　　　　　　　口径が必要。倍率が必要。惑星を見るのには適当な望遠鏡が必要

　　　　　　　　光学系の調整が重要だ。

　　　　　望遠鏡の工夫

　　　　　　　　撮像のためには、それなりの工夫が必要になる。望遠鏡は専用の望遠鏡として作っている。

　　　　　惑星を見て楽しかったこと・印象に残った現象
　　　　　　　　高松市の２５ｃｍ屈折望遠鏡は非常に良く見えた。特に気流の良いとき、３０分間で模様が変化する様子を観察することもできた。めったにない現象で印象に強く残っている。（安達　）

　　　　　惑星観測の心得

　　　　　　　努力することが大切だ。家庭を大切にすることも大切だ。

５　記念講演

　　　　　「木星大気の力学」

　　　　　　　　・・・・・　雷雲・縞帯構造・渦・・・・・・・
　　　講師　：　九州大学理学研究院　　地球惑星科学部門　

　　　　　　　　　　　　中島　健介　先生

　＜講演記録＞

○探査機による観測事実・縞帯・渦・雷雲・・・

　　　カッシーニの動画から、雷雲の所在を確認。雷雲のガリレオ画像で、存在が決定的になった。夜の部分にも撮影された。３０００ｋｍから４０００ｋｍくらいの厚さの中で起こっている。

○木星大気の「謎」

　　　どの深さまで起こっているのか、何が駆動しているのか。熱か力かの二つの説があるが、最近は力が有力な方向にある。

○木星全体の構造

　　　中心から表層までの大気構造を示す。雲の対流は０．３Ｂａｒから５Ｂａｒまで。１ＫＢａｒまでは熱対流の起こっている領域。しかし、本当のことは良くわかっていない。
○雷雲が作る大気の鉛直構造

　　　グラフから解説。温度構造と圧力の関係から化学変化を考察するとグラフが作れる。

　　　雷雲は下層から上昇してガス（大気）の層を破り、水蒸気の層から上に昇ってくるものがある。

　　　ガリレオプローブは、はっきりした成果を上げることができなかった。ピンポイントではガスの状態を

代表することはできない。代表したデータを得るにはモーレツにたくさんのプローブを落とす必要が
あるだろう。
○対流圏の計算機シュミレーション

　　　雲のできはじめの種（たね）になるものを設定して長い時間かけて計算する。対流構造は二階建て
の構造に出来上がる。水蒸気を含むと重くなり、下層におりて行く。

　木星には地面がない。かといって、全体が一体となって回るのではない。
○雷雲と縞・帯構造の「共生」関係
　　　３０年位前からわかってきた。ＧＲＳ前方擾乱領域やＮＥＢなど暗いベルトにできている。暗いベルトと関連があるだろう。それには縞のところでできやすくなる理由があるのだろう。風の領域で見てみると、低気圧性の風になる。（カッシーニの観測）

○縞・帯構造の「熱起源説」

　　　ベルトは下降領域となっていた。帯のところは上昇気流と考えられていた。そこにコリオリの力が働
いてフェストーンの方向に曲がるようになる。これだと、ベルトは下降気流なのに雷雲（上昇気流）が
起こることは説明できない。大気は温まったからといって上昇しない（対流圏）ことがわかってきた。

　　　高気圧から低気圧に風が吹くには摩擦力が必要になる。摩擦がなければ、風は等圧線に沿って
流れる。外力があったりすると、低気圧から高気圧に流れることすら起こる。
○「力起源説」

　　　適当な分布の外力があれば、変形半径よりずっと大きいスケールの運動が起こる。力の起源がわ
からない。外力の元は小さな渦じゃないか。小さい渦は雷雲ではないか。（大きさは１０００ｋｍくらい）
東西風と一緒に南北循環ができる。これによって縞で雷雲ができやすくなる。

　　　　小さな渦がベルトに均等に分布しているとすると、ベルトの南北のどちらかに暗くなるものが集ま
り、反対には淡くなるものができるようになる。二階建て構造をもとに考えると、ベルトに雷雲ができ
るようになる。テイラーコラムの説にあってくる。
　　　　　　（問題点）
　　　　　　　　果たしてちょうどよいくらいの風が吹くのか。
　　　　　　　　赤道での西風はどう説明するのか。
　　　　　　　　「深い」ところにあるとする構造の説明がむずかしい。
○赤道の西風：「深い起源」
　　　　本当の木星は南北対象ではない。
○渦と縞・帯の構造

　　　　雲による加熱で上昇気流ができ、上空は高気圧になる。
　　　　高気圧は楕円形または円形。
　　　　低気圧はいろいろな形のものがある。
　　　　渦が帯になった現象は見えたことがない。

· 大赤斑は台風か

　　　　大赤斑は、大気低層では低気圧で上昇気流が起こっている。

これが大気上層に達すると、大気が圧縮されるので高気圧になり、

周囲に発散する。そして我々は大赤斑を外から見ているので、

大赤斑は高気圧性の渦になる。

したがって、これは地球の台風である。ただし地球の台風は

木星の雷雲の数千ｋｍのスケールに比べてはるかに小さいが、

台風の発生初期のスケールを考えると同じスケールになる。

○探査機時代のアマチュア地上観測

　　　　探査機宇宙望遠鏡はお金がかかる、大型望遠鏡は木星には向けられない。

　　　　継続性はアマチュアにかかっている。（短時間の変化・過去の観測の再解釈など）

質疑応答
　堀川　　雷雲の発生場所は東西に長い。いつも中央付近になる傾向が強い。なぜ縁から見えてこないのか。

中島　ベルトの中央は風が弱い。境目でできて中央に流れてきて見えているかもしれない。

　　　　木星の雷雲も地球と同じで水の雲だ。

　

　伊賀　　白斑現象は雷雲かと思い始めているが、寿命はどれくらいか。

　　　中島　１つの雲ができているが、長続きする雷雲にはエネルギーの供給源がある。寿命は１日で終わっていると、考えられる。長命な白斑で、なぜ１日だけで終わらないかというと、いったん発生すると、その付近に湿った領域が増えるので、次々に起こる可能性があると思う。
　安達　　雷雲の初発の現象はどうなのか

　　　中島　ちいさな上昇流や下降流がベルトの下部にはあるのではないかと考えられる。下部でながされると、ある程度ながれたところで一定量に達して大きな雷雲になって出てくるという可能性もある。

　三品　　４３０ｎｍのフィルターの水蒸気が写るフィルターで何かできるか

　　　中島　４３０ｎｍだと下は何も見えなくなる。５気圧までしかわからない。

　熊森　　模様の変化で、東西方向はわかるが、南北方向に移動してるように見えるように思うときがあるが、本当にあるのか。

　　　中島　　何もなければそういったことはないが、何らかの摩擦力（たとえばＳＬ－９）があれば起こる可能性もあるが、普段はない。あれば面白い。波動として伝わることはあるかもしれない。

６　研究発表　(第１部)
（1） ＳＴＢｓの後退ジェットストリームの検出　（堀川）

   地上からの観測結果・・・・・南緯３０度くらいの発表　　探査機の結果

ＳＴＢｎ　　９ｈ５３ｍ台　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋４４．３ｍ／ｓ
ＳＴＢ　　　９ｈ５５ｍ２０ｓ

ＳＴＺ　　　９ｈ５５ｍ００ｓ

　　２００４－０５年

　　　　ＳＴＢｎのジェットストリーム暗斑が見られた。（ＧＲＳの前方）

　　　　　　２００３年ごろから観測されてきた。２００４年に目立った暗斑になって記録された。

　　　　動きをドリフトチャートを作成して検討した。２系で見るとかなり早く移動している。

　　　　ＳＴＢ後方の濃化部の動きは不規則ではっきりしないので解析を行った。

　　　　緯度別にグラフを書いてみた。(南側に位置がシフトしているため)

　　　　ボイジャーの観測したジェットストリームの暗斑ではないかと考えた。
　　　　カッシーニの画像にあった。

　　　　模様を選び出した。６個の暗斑が摘出できたので、自転周期を導き出した。南緯３２度くらいのところの狭い範囲に集中していた。ボイジャーのジェットストリームパターンと比較すると、大体あっているように思われる。おそらく、測定誤差範囲だろう。

　　　＜まとめ＞
　　　　地上からの観測でひっかかっていなかったジェットストリームで地上で初の検出になったのではないかと思われる。これは、近年の格段の画像の向上が影響しているように思われる。
７　特別講演　佐藤　健先生（１９３８年生まれ）

　　　　講師紹介　・・・・・・・・・　(平林会長)

　　　　　　　　　今年の春に日本天文学会から、長年の木星観測に対して表彰があった。

　　　　　　　　　１９７５年第２回木星会議のスナップ写真が公開された。(上野)
　　　　　　　　　（懐かしい写真でした。：安達）
＜講演＞

　　　私が木星の観測を始めたのは1953年で、1971年まではほとんど毎日観測しました。

その後ペ-スが落ちたが、1990年まで観測を続けました。飛蚊症が猛烈に増えたことなどにより

視力が落ち、不正確なスケッチを残したくなかったことが観測をやめた主たる理由です。 

その後唯一スケッチしたのは1994年のSL9彗星の木星衝突の時だけです。どれだけ小さな

口径で衝突痕が見えるかテストしてみましたが、2.5cmで複数の衝突痕が見えました。(2cm

では見えなかった。) 折角の愛機15cm木辺鏡も今では観望用になっています。

ということで、私の木星観測はさほど長期とはいえないので、「功労賞」を受けるべきかどうか

躊躇しましたが、皆さんが頑張って日本の木星観測を大いに発展させてくださっているので、

そのことも含めての授賞と考え、お受けすることにしました。皆様に心から感謝しております。

　　　私が中学生の時、薦田一吉先生の木星観測のことが新聞に出ました。凄い人がいるものだ

と思いましたが、私のシングル紙筒望遠鏡では木星面模様は見えませんでした。

　高校に入学すると、備品に4cm屈折経緯台がありました。毎晴夜学校に行って観測していたら、

先生が望遠鏡を自宅に持ってかえることを許して下さいました。

　　　高校2年の時、中古の自作8cm反射経緯台を入手しました。鏡は後に宇宙画家として有名に

なった岩崎一彰さんの作でした。大学1年の時15cm反射経緯台(木辺鏡)を入手し、大部分の

観測はこれで行いました(楽々園プラネタリウムの25cm反射赤道儀(木辺鏡)も使いました)。

　　　私の先生にあたる薦田さんは小児麻痺のため松葉杖をつく生活でしたが、20cm反射経緯台

の観測小屋から家の陰で木星が見えない時は11cm反射200倍で観測しておられました。この

望遠鏡には架台がなく、２階の廊下の手すりに望遠鏡を立てかけてスケッチをとっておられました。

ただでさえ不自由な体でまさに驚異でした。洋品店をしておられ、しばしば東京に出張されまし

たが、

「旅行は大変でしょう」と申しあげると、「私には乗り物の身障者割引があるので、普通の人より

旅行しやすいのですよ」と言っておられました。最後は喉の癌でおなくなりになりました。

　木星から離れますが、この8月にチェコ共和国プラハで開催された国際天文学連合(IAU)総会にお

いて火星のクレ-タ-(直径85km)に "Saheki"と命名することが最終的に承認されました。「火星観測の 

鬼」と呼ばれた佐伯恒夫氏を記念しての命名です。日本人として火星に命名された初のケ-スです。

IAU火星命名タスクグル-プ議長のBradford Smith博士が1960年代以来の私のペンパルだったので

助けてもらいました。命名内定までの経緯は既に「天界」の今年5月号に報告してあります。」
　　　　

８　事務連絡

（1） 記念写真

（2） 懇親会会場へ（チェックインを済ませてから）ルート説明

＊＊＊＊＊＊＊＊　　１日目終了

